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標記ワークショップを、高輝度軟X

線放射光源施設BESSY-II, UVSOR-III, 

ALSをそれぞれ擁するヘルムホルツ協

会ベルリン研究センター HZB、分子研

IMS、ローレンス・バークレー国立研

究所LBNLの連携で2015年8月20日、

21日の二日間、ベルリンで開催した。

三者に閉じた会議とはせず、8月23日

から一週間カールスルーエで開催され

たXAFS国際会議（硬X線が中心議題）

のサテライト会議に位置づけることに

よって、軟X線に興味を持つ多くの参

加を得た。このワークショップは、分

子研が学術協定を締結しているHZBの

Emad F. Aziz教授（平成26年度分子研

客員教授）と小杉で詳細を決めたもの

である。LBNL側としてOliver Gessner

博士、Stephen P. Cramer併任教授（本

務はUC Davis）が企画に加わった。現

在、欧米の主要高輝度軟X線放射光源

施設（現時点でBESSY、ALS、スウェー

デンMAXの3施設）との相補的国際連

携が進み、UVSORでの国際利用が増え

つつあるが、高輝度軟X線放射光源の

進むべき道として、ビームエミッタン

スを回折限界まで上げることで空間コ

ヒーレンスを積極的に使おうと計画し

ている施設（ALS-U計画）や、輝度は

そのままでパルスの時間構造に多様性

を持たせようとしている施設（BESSY-

VSR計画）などがある。また、エネル

ギー領域の研究は放射光源施設に任せ

て、時間領域の研究は軟X線自由電子

レーザーや通常のレーザーの短波長化

で行うべきと考える人も多い。このよ

うな各種軟Ｘ線光源の進歩に促されて、

これまでは軟Ｘ線利用の研究から遠い

存在であった実験家、理論家が新たに

内殻励起の分野に参入してくるケース

が増えている。このような背景から以

下の講師を選んだ。今後の軟X線分子

科学とUVSOR施設の国際連携を考え

る上で、有益な会議になったと考えて

いる。
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